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川
日
日
川
明

ふ
る
さ
と

七
・
五
・
三

十
一
月
十
五
日
は
七
・
五
・
三
　
－

今
年
は
小
春
日
和
の
快
い
天
気
に
恵

ま
れ
、
今
年
三
、
五
歳
を
迎
え
る
男
児

と
三
、
七
歳
に
な
る
女
児
の
す
こ
や
か

な
成
長
を
祝
っ
て
、
各
神
社
は
に
ぎ
わ

い
を
み
せ
ま
し
た
。

こ
こ
机
伊
豆
神
社
で
は
、
昨
年
の
鉱

害
復
旧
工
事
も
終
え
、
由
来
石
碑
等
も

新
設
さ
れ
、
婆
も
新
た
に
な
っ
た
お
宮

で
、
ひ
さ
し
ぶ
り
の
七
・
五
・
三
の
行

事
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

最
近
で
は
、
大
き
な
神
社
で
羽
織
は

か
ま
、
振
り
そ
で
と
言
っ
た
、
は
な
や

か
な
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
傾
向
の
な
か
で

ー
　
生
ま
れ
育
っ
た
水
巻
の
お
宮
で
、

の
ｈ
リ
と

祝
詞
を
あ
げ
て
も
ら
う
親
子
の
姿
は
、

▲
ｔ
Ｊ
さ
と

な
ん
と
も
言
え
な
い
故
郷
の
あ
じ
が
あ

り
ま
た
格
別
の
も
の
。

ま
た
、
先
に
な
っ
て
、
故
郷
を
背
景

に
し
た
記
念
写
真
は
、
楽
し
か
っ
た
幼

い
時
の
懐
し
き
を
、
な
お
一
段
と
思
い

お
こ
さ
せ
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

町の人　口
（10月末現在）

人　口　　　　27，229人

男　　　　　13，303人

女　　　　13，926人

世帯数　　　8，455世帯

転入126人　　出生　42人

転出166人　　死亡　22人

（10月異動）

雑草は火災の原因、繁茂している雑草はすぐ刈りましょう
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秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動

1

1

月

2

6

日

～

1

2

月

2

日

あなたです火事を出すのも防ぐのも

灯
油
な
ど
の
危
険
物
は
正
し
く
取
扱
い
ま
し
ょ
う

現
代
の
生
活
に
一
日
た

り
と
も
欠
か
せ
な
い
石
油

は
、
暖
房
用
燃
料
と
し
て

あ
る
い
は
石
油
製
品
と
し

て
、
ふ
だ
ん
幅
広
く
使
わ

れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
汚
れ
と
り
用
の

ベ
ン
ジ
ン
を
は
じ
め
、
マ

ニ
キ
ュ
ア
や
ヘ
ア
・
リ
キ

ッ
ド
な
ど
の
化
粧
品
、
殺

虫
剤
、
塗
料
な
ど
の
引
火

性
、
可
燃
性
の
強
い
も
の

が
、
日
常
生
活
の
あ
ら
ゆ

る
場
所
で
使
わ
れ
て
い
ま

す
。わ

た
し
た
ち
は
、
ふ
だ

ん
、
危
険
物
に
囲
ま
れ
て

暮
ら
し
て
い
る
－
と
言
っ

て
も
言
い
す
ぎ
で
は
な
い

く
ら
い
で
す
。

灯
油
な
ど
は
、
普
通
の

状
態
で
は
火
が
つ
き
に
く

い
の
で
す
が
、
霧
状
に
な

Ⅲ冊肌

っ
た
り
、
布
切
れ
に
浸
す
と
、
た
い
へ

ん
火
が
つ
き
や
す
く
な
り
ま
す
。

過
去
の
災
害
例
を
見
ま
し
て
も
、
容

器
類
の
手
入
れ
が
十
分
で
な
か
っ
た
り

取
り
扱
い
方
を
知
ら
な
か
っ
た
た
め
に

火
災
や
爆
発
な
ど
を
引
き
起
こ
し
た
例

が
あ
り
ま
す
。

患
わ
ぬ
災
害
を
防
ぐ
た
め
に
、
危
険

物
の
取
り
扱
い
に
は
十
分
注
意
し
ま
し

よ
、
つ
▼
。灯

油

な

ど

危

険

物

の

保

　

管

　

方

　

法

。
火
気
の
近
く
で
は
絶
対
に
取
り
扱
わ

な
い
こ
と
。

。
漏
れ
、
あ
ふ
れ
ー
飛
散
し
な
い
よ
う

に
す
る
こ
と
。

。
日
光
の
直
射
す
る
場
所
に
置
か
な
い

こ
と
。

。
危
険
物
の
保
管
場
所
は
常
に
整
理
、

清
掃
に
努
め
る
こ
と
。

福
岡
県
民
火
災
共
済
に

万
が
ｌ
の
場
合
に
備
え
て
、
町
消
防

団
で
は
、
県
民
火
災
共
済
の
世
話
も
行

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
共
済
保
険
は
、
全
国
市
町
村
の

消
防
団
貝
が
中
心
と
な
っ
て
行
っ
て
い

ま
す
の
で
、
掛
金
が
安
く
、
加
入
が
簡

単
で
、
ひ
災
の
時
は
、
直
ち
に
契
約
金

を
支
払
い
ま
す
。

掛
金
は
次
の
と
お
り
で
す
。
1
年
間

。
住
宅
又
は
動
産
－
千
円

。
店
舗
併
用
住
宅
－
千
6
百
円

。
作
業
場
併
用
住
宅
1
3
千
円

※
1
口
に
つ
き
5
0
万
円
、
最
高
1
6
口
ま

で
く
わ
し
く
は
、
お
近
く
の
消
防
分
団

及
び
役
場
民
生
係
ま
で
Ｉ

も
伊
ヤ
　
∴
．

ん－－－一題一－

青
少
年
非
行
防
止
の
町
宣
言
大
会

町
で
は
、
青
少
年
非
行
防
止
推
進

の
た
め
、
町
議
会
全
員
で
青
少
年
非

行
に
関
す
る
決
議
で
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
最
近
の
青
少
年
が
非
行

化
す
る
傾
向
の
な
か
で
、
行
政
関
係

団
体
が
協
議
し
、
町
宜
言
を
す
る
こ

と
は
大
き
な
意
義
あ
り
、
今
後
の
運

動
の
成
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
日
月
3
0
日
、
1
0

時
か
ら
町
民
会
館
で
、
町
宣
言
大
会

を
開
催
し
、
次
の
と
お
り
記
念
行
事

を
行
い
ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん
の
多

数
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

㊥
記
念
行
事

。
記
念
讃
嘆
～
古
賀
栄
氏
（
北
九
州

市
少
年
相
談
セ
ン
タ
ー
所
長
）

。
記
念
演
奏
～
県
警
察
音
楽
隊

。
情
宣
パ
レ
ー
ド
～
町
内
大
通
り

人
権
週
間
＝
1
2
月
4
日
～
1
2
月
1
0
日

今
年
も
3
2
回
目
の
人
権
週
間
が
や
っ

て
き
ま
す
。

私
た
ち
は
、
生
ま
れ
な
が
ら
、
窟
法

で
「
基
本
的
人
権
」
は
確
に
保
障
さ
れ

て
い
ま
す
。
が
し
か
し
、
現
実
に
は
色

々
な
意
味
で
、
い
ま
だ
に
人
権
が
侵
害

さ
れ
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
す
。

こ
の
こ
と
は
、
新
聞
紙
上
や
自
分
の

身
の
回
り
の
こ
と
を
考
え
て
み
て
も
容

易
に
わ
か
る
と
思
い
ま
す
。

今
年
も
人
権
思
想
の
普
及
徹
底
に
つ

と
め
る
た
め
次
の
重
点
目
標
を
定
め
ま

し
た
。

。
人
権
の
共
存
－
互
い
に
相
手
の
立
場

を
考
え
て
、
豊
か
な
人
間
関
係
を
つ

く
ろ
う
。

。
部
落
差
別
を
な
く
そ
う
－
特
集
号
参

考
。
青
少
年
の
健
全
な
育
成
に
努
め
よ
う

皆
さ
ん
の
身
の
回
り
で
、
無
理
を
強

い
ら
れ
た
り
、
不
当
な
差
別
を
受
け
た

り
、
老
人
、
子
供
、
身
体
の
不
自
由
な

方
で
虐
げ
ら
れ
て
い
る
人
な
ど
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。
も
し
あ
る
と
き
は
、
人
権

擁
護
委
員
又
は
法
務
局
に
申
出
下
さ
い

ま
た
、
人
権
問
題
に
限
ら
ず
、
家
庭

内
の
小
さ
な
こ
と
で
も
心
配
な
点
は
、

い
つ
で
も
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
固
く
守
ら
れ

ま
す
。水

巻
町
の
人
権
擁
護
委
員
は
次
の
と

お
り
で
す
。
　
ｌ

吉
田
サ
カ
エ

岡
　
隆
二

柴
田
静
賓

机猪下
熊二

優
秀
（
税
）
標
語
が
ズ
ラ
リ

。
税
を
知
る
週
間
″
を
記
念
し
て
、

税
務
署
が
標
語
を
募
集
し
ま
し
た
と
こ

ろ
、
町
内
か
ら
多
数
の
優
秀
棲
語
が
表

彰
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
紹
介
し
ま
す
。

。
福
岡
国
税
局
長
賞

納
税
で
広
が
る
街
の
輪
　
心
の
輪

水
中
1
年
　
舟
江
ち
づ
る

。
若
松
税
務
署
長
蜜

蘭
金
で
、
こ
の
子
ら
に
ほ
ほ
え
み
を

ヽ
Ｊ
了

水
中
3
年
　
宮
原
隆
志

税
金
は
住
み
よ
い
社
会
を
造
る
粗

水
中
3
年
　
河
村
賢
治

税
金
は
明
日
の
日
本
を
さ
さ
え
る
力

南
中
1
年
　
南
　
晶
子

税
金
を
納
め
て
　
豊
か
な
町
づ
く
り

南
中
3
年
　
佐
迫
佳
代

快
適
な
環
境
づ
く
り

は
ゴ
ミ
出
し
日
を
守

る
こ
と
か
ら

家
庭
の
ゴ
ミ
は
①
燃
え
る
も
の
⑧
燃

え
な
い
も
の
⑧
粗
大
ゴ
ミ
に
区
別
し
て

必
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
収
集
日
の
年
前
7

時
か
ら
0
0
時
ま
で
の
間
に
出
し
て
下
さ

い
。最

近
各
地
区
で
、
ゴ
ミ
を
収
集
日
以

外
に
出
し
た
り
、
収
集
し
た
後
に
出
し

て
い
る
た
め
、
ゴ
ミ
が
そ
の
ま
ま
放
置

さ
れ
、
大
変
近
所
の
方
が
迷
惑
さ
れ
て

い
ま
す
。

快
適
な
環
境
づ
く
り
か
ら
も
、
ゴ
ミ

は
収
集
日
に
正
し
く
出
す
よ
う
一
人
一

人
が
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

し　ょ　う公　給　領　収　証　を　必　ず　受　け　取　り　ま
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生
活
の
苦
し
い
方
に

冬
期
（
越
年
）
見
舞
金
支
給

漣

第
1
8
回
　
郡
身
障
者
体
育
大
会

町
で
は
、
生
活
の
苦
し
い
万
に
対
し

て
、
次
の
通
り
越
年
見
舞
金
を
支
給
し

ま
す
。

㊥
見
舞
金

一
世
帯
当
り
　
8
4
0
0
円

一
人
当
り
　
　
1
0
0
0
円
（
世
帯

主
は
除
く
）

㊥
対
象
者

①
生
活
保
護
基
準
額
の
1
5
％
増
額
し
た

基
準
額
以
下
の
世
帯

◎
月
収
と
は
、
家
族
全
員
の
合
算
し
た

も
の
で
、
年
間
の
1
2
分
の
1
額

㊥
受
給
手
続

①
各
地
区
の
民
生
委
員
に
1
2
月
1
4
日
ま

で
申
込
み
下
さ
い

①
年
金
（
恩
給
も
含
む
）
受
給
者
は
証

書
の
記
号
番
号
と
年
金
額
を
お
知
ら

勺

せ
下
さ
い

㊥
審
査
方
法

民
生
委
員
か
ら
提
出
さ
れ
た
も
の
を

町
が
審
査
し
ま
す

㊥
支
給
方
法

民
生
委
員
を
通
じ
本
人
に
連
絡

㊥
収
入
例
（
月
収
）

①
2
0
歳
か
ら
4
0
歳
ま
で
の
夫
婦
で
1
2
歳

か
ら
1
4
歳
の
子
供
2
人
の
場
合

1
7
万
4
2
3
8
円
以
下
の
世
帯

㊥
4
1
歳
か
ら
5
9
歳
ま
で
の
夫
婦
で
1
5
歳

か
ら
1
7
歳
の
子
供
2
人
の
場
合

1
7
万
5
5
0
3
円
以
下
の
世
帯

㊥
6
0
歳
か
ら
6
4
歳
ま
で
の
夫
婦
の
場
合

9
万
1
5
4
1
円
以
下
の
世
帯

④
6
5
歳
以
上
の
夫
婦
の
場
合

9
万
3
5
7
6
円
以
下
の
世
帯

1

2

月

1

日

か

ら

新
し
い
民
生
（
児
童
）
委
員
に

1
2
月
1
日
か
ら
3
年
間
、
次
の
か
た

が
た
各
地
区
の
民
生
（
児
童
）
要
員
を

担
当
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

。
立
屋
敷
　
入
江
猪
之
助

。
伊
左
座
　
永
沼
好
這

。
二
二
一
町
住
　
佐
々
木
典
昭

。
下
二
町
住
　
杉
本
テ
ル
子

。
下
　
二
　
久
野
四
郎

。
み
ず
ほ
団
地
　
曽
根
尋
乃

。
苫
田
一
峯
幸
男

。
吉
田
二
　
山
本
憲
昭
・
岡
部
淳
子

。
吉
田
三
　
松
川
政
敏
・
三
吉
フ
ミ
子

。
頃
宋
南
　
岡
田
次
雄
・
丸
山
カ
ズ
エ

。
頃
東
北
　
黒
瀬
国
義
・
島
崎
み
と
め

。
美
吉
野
団
地
　
久
保
多
助

。
机
　
　
　
粟
川
作
一

。
古
　
賀
　
井
上
毅

。
樋
　
口
　
大
場
政
敏
・
川
原
ア
ヤ
子

。
猪
熊
町
住
　
居
石
一
義

。
猪
　
熊
　
　
博
　
明
・
柴
田
己
代
治

。
吉
田
団
地
　
円
尾
勝
正
・
黒
沢
花
子

。
鯉
口
団
地
　
高
橋
ス
エ
子

。
机
　
区
　
　
塚
辺
光
春

。
古
賀
区
　
　
神
崎
志
都
子

。
梅
ノ
木
区
　
矢
野
裁

。
梅
ノ
木
団
地
　
山
原
久
子

。
薗
松
団
地
虚
己
康
彦
・
矢
野
シ
メ
子

・
お
か
の
台
団
地
　
副
島
政
利

～10
Ｎ
ｌ

ツ∴ボスる飾を年今～

十
一
月
九
日
、
頃
末
小
学
校

運
動
場
で
、
郡
内
合
同
の
身

障
者
体
育
大
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。当

日
は
少
々
寒
い
日
で
し
た

が
、
午
前
中
に
、
音
響
競
争
、

車
イ
ス
六
十
桝
、
砲
丸
投
、
ヤ

リ
正
確
投
等
が
行
わ
れ
、
午
後

か
ら
は
家
族
を
含
め
た
玉
入

れ
、
輪
投
等
が
プ
ロ
グ
ラ
ム
ど

お
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

日
頃
の
練
習
の
成
果
が
随
所

に
見
ら
れ
、
好
記
録
が
続
出
し

ま
し
た
。
こ
の
記
録
は
、
県
大

会
、
全
国
大
会
へ
の
参
考
と
な

り
、
各
選
手
の
バ
リ
キ
リ
よ
う

も
格
別
の
感
が
あ
り
ま
し
た
。

日
頃
運
動
不
足
と
な
る
身
障

者
の
か
た
が
青
空
の
も
と
で
、

ハ
ン
デ
ｔ
を
克
服
し
、
力
一
杯
頑
張
っ

て
い
る
姿
に
、
今
後
と
も
み
な
さ
ん
の

暖
か
い
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

郡
内
選
手
の
県
大
会
、
全
国
大
会
の

で
健
斗
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

第1回

野球スポーツ

少年団新入

リ　ー　グ　戦

第
1
0
回
　
少
女
、
三
ｌ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

1
1
月
1
6
日
、
机
小
学
校
、
頃

末
小
学
校
而
体
育
館
で
、
公
民

館
対
抗
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

昨
年
ま
で
ポ
ー
ト
ポ
ー
ル
が

行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
ミ
ニ

バ
ス
ケ
ッ
ト
ポ
ー
ル
が
、
体
育

の
正
課
に
と
り
入
ら
れ
た
こ
と

も
あ
っ
て
、
今
年
か
ら
顛
技
変

更
が
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
結
果
は
、
新
チ
ー
ム
の

お
か
の
台
が
よ
く
検
討
し
、
机

会
場
で
勝
ち
抜
い
て
き
ま
し
た

が
、
優
勝
戦
で
は
、
頃
末
北
の

厚
い
壁
に
は
ば
ま
れ
ま
し
た
。

優
　
勝
　
頃
末
北

準
優
勝
　
お
か
の
台

三
　
位
　
頃
末
南
、
梅
ノ
木
団
地

今
年
か
ら
、
来
季
に
む
け
て
チ
ー
ム

づ
く
り
に
奮
斗
し
て
い
る
こ
の
時
期
に

関
係
者
、
団
員
間
の
融
和
を
図
る
等
の

目
的
で
第
1
回
新
人
リ
ー
グ
戦
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

大
会
は
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
行
わ
れ
、

次
の
成
横
で
し
た
。

。
伊
左
座
、
机
、
頃
宋
　
三
勝
一
敗

。
苫
田
一
勝
三
敗

。
猪
熊
　
○
勝
四
敗

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
は
、
伊
左
座

が
机
を
2
対
0
で
敗
り
、
初
優
勝
を
飾

り
ま
し
た
。

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

1
1
月
1
0
日
、
吉
田
球
場
で
、
第
5
回

高
令
者
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

県
大
会
で
活
躍
し
た
梅
ノ
木
チ
ー
ム

は
、
猪
熊
Ｄ
チ
ー
ム
に
惜
し
く
も
敗
れ

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
は
、
ブ
ロ
ッ
ク

で
勝
ち
残
っ
た
チ
ー
ム
が
し
の
ぎ
を
け

ず
り
、
ま
た
し
て
も
、
猪
熊
勢
の
勝
利

に
終
り
ま
し
た
。

決勝トーナメントの成績は次

のとおりです。

猪熊Ｃ

9こ『崇萬17
鯉
日
用
地

猪　　　猪　　　猪

熊　　　熊　　熊

Ｂ Ｃ Ｄ

チャリティ感謝バザールにご協力を一12月1日10時・町民会館
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ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査

及
び
Ｂ
ｃ
Ｇ
の
も
れ
た
方

の
追
加
接
種

▼
日
　
時

・
1
2
月
1
0
日
　
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応

。
1
2
月
1
2
日
　
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種

時
間
は
両
日
と
も
9
時
3
0
分
～
ｊ
Ｏ
時

3
0
分

▼
場
　
所
　
遠
賀
保
健
所

▼
対
象
者
　
5
1
年
1
2
月
1
0
日
～
5
2
年
7

月
1
2
日
生
ま
れ
た
人
で
、
ま
だ
一
度

も
受
け
て
な
い
人

▼
料
　
金

ｅ
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
～
8
0
円

。
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
～
2
5
0
円

▼
注
意
事
項

該
当
者
は
1
1
月
2
6
日
～
1
2
月
5
日
ま

で
の
間
に
衛
生
係
ま
で
申
込
ん
で
下
さ

い
。
申
込
み
の
な
い
方
は
当
日
は
受
け

ら
れ
ま
せ
ん
。

三
種
混
合
を
1
2
月
3
日
に
受
け
る
方

は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

不
明
な
点
は
衛
生
係
ま
で

1
才
6
か
月
幼
児
相
談

▼

日

時

　

1

2

月

8

日

・

1

5

日

1

3

時

3

0

分

～

1

5

時

▼
場
所
　
役
場
西
別
館

▼
内
容
　
身
体
計
測
、
個
人
相
談
、

栄
養
、
し
つ
け
に
つ
い
て
の

個
別
指
導

老
　
人
　
検
　
診

▼

日

時

　

1

2

月

8

日

・

9

日

1

0

時

～

1

1

時

▼
場
所
　
机
山
荘

▼
対
象
　
6
5
歳
以
上
な
ら
ど
な
た
で
も

▼
内
容
　
検
尿
、
血
圧
測
定
、
保
健
指

導

母

子

手

帳

交

付

▼
日
時
　
1
2
月
1
日
・
1
5
日

▼
場
所
　
役
場
西
別
館

▼
内
容
　
母
子
手
帳
の
使
い
方
、
検
査

結
果
の
説
明
、
母
子
保
健
制
度
の
説

明
、
個
人
相
談

印
鑑
持
参
の
こ
と

身
体
障
害
児
療
育
相
談

▼
日
時
　
1
1
月
2
8
日

1
3
時
～
1
5
時

▼
場
所
　
遠
賀
保
健
所

▼
対
象
　
1
8
歳
末
滞

身
体
機
能
に
障
害
が
あ
る
児
童
、
も

し
く
は
将
来
お
そ
れ
が
あ
る
児
童
の
診

査
及
び
相
談
を
行
い
ま
す
。

貨
の
…
摘
摘
相
談

1
2
月
4
日
～
1
0
日
ま
で
人
権
週
間
に

あ
た
り
、
町
社
会
福
祉
協
璃
会
で
は
、

1
2
月
1
1
日
特
別
相
談
所
を
開
設
し
ま
す

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
か
た
く
守
り

ま
す
。

▼
日
時
　
1
2
月
4
日
、
1
8
日
、
2
5
日
、

1
3
時
～
1
6
時
3
0
分

1
1
日
は
1
0
時
～
1
5
時

▼
場
所
　
町
民
会
館

▼
相
談
員
　
法
務
局
・
福
祉
事
務
所
職

員
・
人
相
擁
護
要
員

▼
相
談
内
容
、
人
権
、
名
誉
侵
害
、
借

地
借
家
、
金
銭
貸
借
、
離
婚
、
遭
産

相
続
、
交
通
事
故
、
日
常
生
活
上
の

心
配
な
ど

矢
野
賓
さ
ん
に
心
あ
た

り
の
方
は
ご
連
絡
を

元
満
州
に
お
ら
れ
た
矢
野
寅
さ
ん
（

現
在
8
0
才
位
）
を
中
国
天
津
市
の
趨
普

栄
様
が
授
し
て
い
ま
す
。
心
あ
た
り
の

方
は
役
場
企
画
係
ま
で
ご
連
絡
を
。

国
土
調
査
の
閲
覧
～
境
木

地
区

大
字
頃
宋
地
区
の
地
積
（
面
積
）
計

算
が
終
り
、
左
記
の
と
お
り
閲
覧
を
行

い
ま
す
の
で
、
該
当
者
の
方
は
も
れ
な

く
開
発
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す

な
お
、
個
人
あ
て
に
案
内
の
ハ
ガ
キ

を
送
付
し
て
い
ま
す
が
、
来
て
い
な
い

方
は
至
急
役
場
国
土
調
査
係
に
聞
合
せ

下
さ
い
。

▼
閲
覧
期
間
　
1
1
月
2
5
日
～
1
2
月
1
5
日

（
土
日
曜
日
も
8
時
3
0
分
～
1
7
時
）

▼
閲
覧
場
所
　
役
場
東
別
館

▼
持
参
晶
　
　
印
鑑
と
通
知
ハ
ガ
キ

～　お　　礼～
香典返しとして次のかたから社会福祉協議会にご寄贈があり

ました。ご冥福をお祈りします。

猪　　熊　　故時津　ムツ殿　　時津タェ子殿
上　　二　　故久保田末男殿　　久保田カズェ殿
苫田団地　　故日限　照一殿　　　日限　房枝殿
君　田　二　　故白石幹次郎殿　　　白石　秀夫殿
吉　田　一　　故矧Ｉｌ　官平殿　　風間　勝殿
古　　賀　　故西岡サナエ殿　　光未　武彦殿

水巻短歌会より文化祭観菊短歌会を記念しご寄贈がありました

12月のし尿汲取予定日

1日　頃未（1、4、7、16区）、猪熊

2日　頃末（1、2、3、7、10区）、林住

宅、垣添、猪昭
3日　唐熊（頃宋22、23区）、鯉口（吉田二

6区、吉田三5区）、猪熊

4日　唐熊（頃宋22、24区）、鯉口（2、5

6区）、卸翰地（吉田二1、2区）、
新生街（山のロ団地）、頃宋（15、25

区）、猪熊

5日　御輪地、車返し（吉田三6、11区）、
鯉口（吉田三1、2、3、5区）、猪

熊、15日まわり

6日　緑風園、頃末（18区）、松栄荘、頃末

（5、12、13区）
中央区（17、19、20、21区）、松栄荘

美吉野、頃末（5、12、13区）
9日　中央区（9、10、20、21区、みずまき

苑）、下二、伊左座、立屋敷、美吉野

古賀、新生街
10日　片山、川端通り、本村、二、下二、美

吉野、古賀、机

11日　大橋、県道筋（吉田二3、5、6区）
ヌメリ石、宮尾、本村、二、御輪地、

高松区、頃末（6、11、14区）

12日　大橋、県道筋（苫田二3、4、6、9
区、イワゼ町住）、月夜待（吉田一3

区）、車返し、官ノ下社宅、頃未（6

、11、14区）

13日　二町住、下二町住、宮ノ下社宅、机社

宅、樋口、卯月
15日　吉田田地（37－43、46～52棟）、二町

住、商店街（吉田一3区）、樋口、猪熊

16日　富田団地（19～22、28～36、44、45、
53－57、94－101棟）、樋口

17日　吉田団地（3～6、8－10、16～18、
24～27、60－65、83～85、102～113

棟）、猪熊

18日　苫田団地Ｃｌ、2、7、11～15、67－

71、76～82、86－93、105、108区）、

古賀

19日　吉田団地（72、73棟、分譲）、下二（

1、2、3区）、15日まわり

20日　二、野間町住、本村、猪熊町住

22日　二（6区）、伊左座、古賀県住

23日　幼稚園通り（二1、2区、双葉荘、伊

左座3、5区、下二4、5区）

24日　幼稚園通り（下二5、6、7区、伊左

座3、5区）

25日　みずほ団地、古賀区

26日　みずほ団地、梅ノ木区

27日　梅ノ木区

あ　な　た　の役場です電話201・4321番
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